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JJ年i

jヲil北
海
道
大
学
法
学
会
記
事

O
二
O
O
二
年
六
月
二
七
日
(
木
)
午
後
二
時
よ
り

「
不
当
な
取
引
制
限
の
罪
を
め
ぐ
っ
て
」

報
告
者

出
席
者

井

長

長

名

「
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
(
独

禁
法
)
は
、
い
わ
ゆ
る
「
不
当
な
取
引
制
限
の
罪
」
を
規
定
す
る
。
本
罪

は
、
石
油
カ
ル
テ
ル
事
件
を
例
外
と
し
て
、
本
法
施
行
以
来
適
用
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
九
年
の
日
米
構
造
協
議
を
受
け

て
公
正
取
引
委
員
会
(
公
取
委
)
が
積
極
的
な
告
発
方
針
を
打
ち
出
し
て

後
、
公
取
委
に
よ
る
刑
事
告
発
が
相
次
い
で
い
る
。

本
報
告
で
は
、
近
時
の
裁
判
例
の
動
向
に
も
注
目
し
な
が
ら
、
刑
事
実

体
法
上
の
二
、
三
の
問
題
点
に
つ
き
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し

た
い
。

信

ま
ず
、
判
例
・
通
説
は
、
本
罪
の
保
護
法
益
を
「
自
由
競
争
経
済

秩
序
」
と
捉
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
合
意
形
成
に
よ
っ
て
競
争
が
実
質

的
に
制
限
さ
れ
た
と
き
は
直
ち
に
既
遂
に
達
し
(
合
意
時
説
)
、
合
意
内

容
の
実
施
の
決
定
や
実
施
時
期
の
到
来
は
犯
罪
成
立
に
は
必
要
で
な
い

(
抽
象
的
危
険
犯
説
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
刑
罰
を
科
す
る
に
は
よ
り
具

体
的
な
法
益
を
求
め
る
べ
き
と
の
基
本
的
立
場
か
ら
、
本
罪
の
保
護
法
益

を
「
消
費
者
の
利
益
」
と
捉
え
、
本
罪
を
具
体
的
危
険
犯
と
し
て
構
成
す

る
見
解
、
あ
る
い
は
、
保
護
法
益
を
「
消
費
者
又
は
企
業
体
等
の
経
済
的

利
益
」
と
捉
え
、
本
罪
を
侵
害
犯
と
し
て
構
成
す
る
見
解
も
有
力
に
主
張

さ
れ
て
い
る
。

私
見
と
し
て
は
、
①
刑
罰
法
規
に
お
け
る
保
護
法
益
は
可
能
な
限
り
、

即
物
的
・
具
体
的
に
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
②
本
罪
に
お
い
て
も
よ

り
即
物
的
利
益
概
念
と
し
て
「
消
費
者
等
の
財
産
的
利
益
」
を
想
定
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
③
行
政
不
法
・
責
任
と
刑
事
不
法
・
責
任
と

で
は
そ
の
質
・
量
に
お
い
て
相
違
を
認
め
る
べ
き
こ
と
か
ら
、
本
罪
の
保

護
法
益
を
「
消
費
者
等
の
経
済
的
利
益
」
と
捉
え
、
本
罪
は
こ
れ
に
対
す

る
具
体
的
危
険
犯
と
考
え
る
。
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報

本
罪
の
主
体
は
「
事
業
事
主
で
あ
る
が
、
事
業
者
が
法
人
の
場
合
、

そ
の
処
罰
は
九
五
条
一
項
の
両
罰
規
定
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
。
両

罰
規
定
に
よ
る
法
人
処
罰
の
根
拠
は
、
従
来
、
直
接
行
為
者
に
対
す
る
法

人
の
選
任
・
監
督
責
任
に
求
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
罪
の
行
為
は
、

法
人
企
業
の
事
業
活
動
の
一
環
と
し
て
組
織
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
る
の
が
通

例
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
実
態
を
前
提
に
、
九
五
条
は
む
し
ろ

法
人
の
「
行
為
責
任
」
自
体
を
規
定
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
と
の

見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

確
か
に
独
禁
法
違
反
行
為
の
多
く
は
組
織
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
る
も
の
で

は
あ
る
が
、
九
五
条
が
「
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
」
と
し
て
直
接
行
為
者

を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
解
釈
論
と
し
て
は
、
自
然
人
従
業
者
等

の
犯
罪
行
為
を
前
提
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
仮
に
法
人

事
業
者
自
体
の
「
行
為
責
任
」
を
観
念
し
得
る
と
し
て
も
、
具
体
的
内
容
・

処
罰
根
拠
、
責
任
主
義
と
法
人
犯
罪
抑
止
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
な

お
検
討
を
要
す
る
部
分
が
多
い
。

四
石
油
カ
ル
テ
ル
価
格
協
定
事
件
上
告
審
判
決
は
、
本
罪
の
既
遂
時

期
に
つ
い
て
、
協
定
締
結
H
合
意
形
成
行
為
を
も
っ
て
犯
罪
が
成
立
す
る

と
同
時
に
終
了
し
た
も
の
と
し
て
、
合
意
時
説
を
採
用
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
協
定
、
決
定
を
実
施
に
移
し
た
時
点
と
す
る
実
施
時
説
、
さ
ら
に

は
、
協
定
の
実
施
に
着
手
し
た
時
点
と
す
る
着
手
時
説
が
有
力
に
主
張
さ

雑

れ
て
い
る
。
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合
意
時
説
に
対
し
て
は
、
本
罪
の
保
護
法
益
を
「
消
費
者
の
利
益
(
あ

る
い
は
国
民
経
済
ご
と
捉
え
る
立
場
か
ら
、
本
罪
の
既
遂
の
成
立
は
「
そ

の
保
護
法
益
に
対
す
る
切
迫
し
た
危
険
が
発
生
し
た
時
期
・
段
階
」
と
す

べ
き
、
と
の
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

五
合
意
時
説
を
前
提
に
す
る
と
、
公
訴
時
効
の
三
年
以
上
前
に
こ
れ

ら
の
行
為
が
終
了
し
た
場
合
に
は
、
刑
事
訴
追
で
き
な
い
と
い
う
「
不
都

合
」
を
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
入
札
談
合
事
件
判
決
で
は
、

本
罪
は
継
続
犯
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
学
説
で
は
、
例
相
互
拘
束
を
中
心
に

本
罪
を
捉
え
こ
れ
を
継
続
犯
と
し
て
構
成
す
る
「
相
互
拘
束
・
継
続
犯
」

説
、
あ
る
い
は
、
川
行
為
類
型
を
相
互
拘
束
と
共
同
遂
行
の
両
面
で
捉
え

よ
う
と
す
る
「
相
互
拘
束
・
遂
行
行
為
」
説
、
さ
ら
に
は
、
例
価
格
カ
ル

テ
ル
を
継
続
犯
、
入
札
談
合
を
状
態
犯
と
す
る
説
な
ど
が
主
張
さ
れ
て
い

る。
本
罪
の
保
護
法
益
を
消
費
者
の
経
済
的
利
益
と
解
す
る
立
場
か
ら
は
、

①
価
格
カ
ル
テ
ル
型
の
場
合
、
基
本
的
協
定
締
結
の
時
点
で
は
、
未
だ
競

争
を
実
質
的
に
制
限
し
た
(
消
費
者
の
利
益
が
危
殆
化
し
た
)
と
は
い
え

な
い
の
で
未
遂
に
と
ど
ま
り
、
協
定
に
基
づ
く
実
施
行
為
に
よ
っ
て
既
遂

に
達
し
、
実
施
行
為
の
継
続
中
は
、
消
費
者
の
経
済
的
利
益
が
増
大
的
に

侵
害
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
為
は
継
続
し
て
い
る
と
い
え
、
②
継
続
型
の



入
札
談
合
の
場
合
も
、
基
本
ル

l
ル
締
結
時
点
で
実
行
の
着
手
が
認
め
ら

れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
個
々
の
入
札
・
落
札
行
為
に
よ
っ
て
既
遂
と
な
る
が
、

同
一
の
基
本
合
意
(
未
遂
行
為
)
に
基
づ
い
て
個
々
の
個
別
調
整
・
入
札

行
為
が
複
数
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
限
旬
、
当
該
基
本
合
意
に
基
づ
く

個
別
調
整
・
入
札
落
札
行
為
は
継
続
し
て
い
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

六
こ
こ
で
検
討
し
た
問
題
は
、
基
本
的
に
は
、
経
済
秩
序
違
反
行
為

と
経
済
犯
罪
行
為
と
を
理
論
的
に
ど
の
よ
う
に
限
界
与
つ
け
る
か
、
あ
る
い

は
、
そ
も
そ
も
経
済
犯
罪
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
根
本
的
問
題
に
関
わ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
近
時
の
独
占
禁
止
法
の
見

直
し
の
動
き
も
見
据
え
な
が
ら
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

法学会記事

。
二
O
O
二
年
七
月
四
日
(
木
)
午
後
二
時
よ
り

「
法
の
価
値
に
関
す
る
認
識
の
共
有
に
つ
い
て

l
l
現
代
中
国
に
お
け
る
法
治
を
め
ぐ
る
論
争
に
寄
せ
て
」

報

告

者

張

(
中
国
・
北
京
大
学
法
学
院
助
教
授
)

通

訳

出
席
者

勝、

王

冊
七
名

本
報
告
の
内
容
は
本
誌
次
々
号
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

お
知
ら
せ
北
大
法
学
論
集
総
索
引
(
自
第
一
巻
至
第
五

O
巻
)
が
完
成
し
、

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
上
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ペ
l
ジ
ア
ド
レ
ス
は
以
下
の
通
り
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

宮
門
司
一
¥
〉
ぞ
宅
看
」
E
ロ国
Forza巳
・
宮
川
]
勺
・
円
。
巴
閉
山
、
E
t
-
=色
muum¥
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